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第 学年国語科学習指導案1

日 時 平成１８年９月２８日（木）５校時
児 童 １年２組３２名
場 所 １年２組教室
指導者 工藤 洋子
すこやかサポート 中嶋 芳子

１ 単元名
くらべてよもう 「じどう車くらべ」

２ 単元について
（１）教材について

「じどう車くらべ」は、この時期の児童の興味・関心の対象として代表的なもの
の一つ、自動車を取り上げた説明文である。児童の好きな題材を取り上げ、主体的
な理解・表現活動を促す教材構成であると言える。
入学して初めて出会った説明文は 「いろいろなくちばし」であった。鳥のくち、

ばしの特徴を記したこの文章で、児童は説明されている事柄を正確に読み取ること
を学ぶとともに、説明文の基本的パターンである「問い→答え」とその文型を学ん
だ。本教材では、この学習を踏まえて題材に「自動車」を取り上げ、その説明の仕
方は「話題・問題提起→問題に対する説明」を、自動車の「しごと」と「つくり」
という二つの事柄の因果関係で述べる形をとっている。
この教材学習を通して、楽しい説明文の読みを体得すると同時に、確かな言語能

力を身に付けさせたいと考える。

（２）児童について
「 」 、 、前説明文単元 とりのくちばし では 写真を手がかりにして内容の大体を読み

「問い→答え」の文型を学習し、情報を読み取ることの楽しさを経験してきた。学
習後に図鑑に興味をもち、読書する児童が増えたのもその楽しさを味わえたからで
はないかと考える。
読書全体についても、本を好きな児童が多い。しかし、拾い読みのために内容が

読めない児童や集中できない児童もいる。家庭での音読をがんばっている子が多い
が練習してほしい子がなかなか継続しないのも関連していると思われる。
視写は、全体的に意欲的にできている。あまり差が出ないように教師の速さに合

わせるように気を付けさせている。文中の言葉に着目して身体表現や言い換えをで
きるようになってきた。

（３）指導にあたって
第１学年及び第２学年の読むことの目標は「書かれている事柄の順序や場面の様

子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しよう
とする態度を育てる 」である。関連する内容としては 「ア 易しい読み物に興味。 、
をもち、読むこと 「イ 時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体。」
を読むこと 「エ 語や文のまとまりや内容、響きなどについて考えながら声に出。」
して読むこと 」がある。。
そこで本教材では、三種類の自動車の「つくり」について視写しながら 「しご、

と」との関係考えながら内容の大体を読み取らせたい。また、家庭学習にも音読を
取り入れ、句読点のほか、語や文のまとまりを意識して音読させたい。さらに、他
の乗り物の本などにも興味をもち、図書館や学級文庫などで好きな自動車の本を探
し 学習した教材文を参考にして 簡単な文の組み立てを考え 探した自動車の し、 、 、 「
ごと」と「つくり」を説明する文を書けるように支援していきたい。
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３ 単元の目標
・三種類の自動車について、しごととつくりの関係を考えながら内容の大体を読むことができる。

（ ）読むことイ
・語や文のまとまりを考えながら声に出して読むことができる （読むことエ）。
・乗り物の本などに興味をもち、探して読むことができる （読むことア）。
・教材文を参考にして、簡単な組み立てを考えて好きな自動車のしごととつくりを説明する文を書
く （書くことウ）。

・片仮名で書く語を読んだり書いたりすることができる （言語事項イ（ア ）。 ）

４ 指導計画（１０時間扱い）
段階 時間 ねらい 学習活動 具体の評価規準
つ １ ・教師の範読を聞いて ・全文を通読し、働く自動車に （言）漢字、片仮名について理

全体の印象を持つとと 興味をもつとともに、新出漢字 解することができる。
か もに新出漢字と片仮名 と片仮名の正しい筆順を覚え、

を字形に気を付けて書 読んだり書いたりする。
む く。

２ ・働く自動車について ・段落ごとに書かれている内容 （関・読）いろいろな自動車が
本時 興味をもち、大体の内 の大体をつかむ。 働いていることを知り、大体の

容をつかむ。 内容をつかむことができる。

た ３ ・問題提起の内容を把 これから自動車のしごととつく （読）読みの視点（しごと、つ
） 。握し、これから自動車 りについて学習していくことを くり を読み取ることができる

、 。し の何について学習して 読み取り 読みの視点をつかむ
いけばよいのかを読み

か 取る。
４ ・バスや乗用車のしご ・バスや乗用車は、どんなしご （読）バスや乗用車のしごとと

め ととつくりについて読 とをし、そのためにどんなつく つくりについて読み取ることが
み取る。 りになっているかを読み取る。 できる。

る
５ ・トラックのしごとと ・トラックは、どんなしごとを （読）トラックのしごととつく

つくりについて読み取 し、そのためにどんなつくりに りについて読み取ることができ
る。 なっているかを読み取る。 る。

６ ・クレーン車のしごと ・クレーン車は、どんなしごと （読）クレーン車のしごととつ
とつくりについて読み をし、そのためにどんなつくり くりについて読み取ることがで
取る。 になっているかを読み取る。 きる。

ひ ７ ・教科書の挿絵を見な ・今までの学習を基に、教科書 （書）はしご車は、どんなしご
がら、はしご車のしご の挿絵を見ながら、はしご車は とをし、そのためにどんなつく

ろ ととつくりについて説 どんなしごとをし、どんなつく りになっているか自分なりに説
明する文を書く。 りになっているか説明する文を 明する文を書くことができる。

げ 書く。
８ ・学級文庫や図書室で ・自動車の本を探して読み、そ （関）図書館などで自動車の本

る 自動車の本を探して読 のしごととつくり、自動車の特 を探して読み 、自分が好きな、
み、自分が好きな自動 徴などについて書いてみたい自 自動車を探し出すことができ
車を選ぶ。 動車を選ぶ。 る。

参 はたらくじどうしゃ１～４

９ ・他の自動車のしごと ・自分が選んだ自動車のしごと （書）自分が選んだ自動車のし
とつくりについて説明 とつくりについて、説明する文 ごととつくりについて、自分な
する文や絵をかく。 や絵をかく。 りに説明する文や絵をかくこと

ができる。
１０ ・自分が調べて書いた ・自分が選んで書いた自動車の （話）自分で書いた文をゆっく

自動車についてみんな しごととつくりについてみんな りはっきり大きな声で発表する
の前で発表する。 の前で発表する。 ことができる。

（聞）友達の発表をしっかり聞
くことができる。
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５ 本時の指導
（１）ねらい

・働く自動車について興味をもち、大体の内容をつかむことができる。

（２）展開

段階 学習内容・教師の働きかけ 期待する児童の反応 ・留意点 評 評価 サポート☆
１ 学習場面の音読
○みんなで一緒に読みましょう。 ・一斉読み ・良い構えに気を付けさせる。

つ
２ 題名と挿絵で興味付け
○このお勉強の題名は何でしたか。 ・じどう車くらべ ・くらべ（る）の意味を確認をす

か ○Ｐ の挿絵を見ましょう。どん る。92
な車があるかな。 ・パトカー タクシー 評１ 挿絵の自動車を発表しよう、 、

トラックなど としたか。
む ３ 学習課題の確認

・良い姿勢、良い持ち方に気を付
でてくるじどう車とその けさせる。☆サポート

しごとをみつけよう。 ・しごとの意味を確認をする。
・課題を書き終わったら、ノート
に筆記用具を挟ませる。15分

４ 学習場面の音読
○読む人は聞きやすいようにゆっく ・順番読み ・意味段落で読ませる。

た りはきはき読みましょう。目で読む ・口の開け方に気を付けさせる。
人は出てくるじどう車を見つけなが
ら読みましょう。

５ 自力解決 ・ノートを開かせる。☆サポート
し ○１にはじどう車が出てきました ・出てきません。

か。
○２にはどんなじどう車が出てきま ・バスや乗用車
したか。
○一緒に書きましょう。 ・バス、じょうよう車

か の視写
○続きは自分の力で書きましょう。

ひとりべんきょう 評２ 自動車の名前を書くことが
め １ ノートにかいたものをめ ・トラック できたか。

でよむ。 ・クレーン車 ☆ 書けないでいる児童へのサポ
２ わからないことばにせん ート
をひく。

３ それぞれのじどう車がど
る んなしごとをしているのか

みつけてかく。

６ 学び合い
○ 板書を読みましょう。
○ じどう車の絵を当てはまるとこ ・挿絵を黒板に貼る。
ろに貼ってください。
○ バスやじょうよう車はどんな仕 ・人を乗せて運ぶ仕事 評３ 仕事を読み取り、発表しよ27分
事か発表しましょう。 です。 うとしたか。
○ トラックはどんな仕事か発表し ・荷物を運ぶ仕事で
ましょう。 す。
○ クレーン車はどんな仕事か発表 ・重い物をつり上げる
しましょう。 仕事です。
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○ １から４を二つに分けましょ ・１と２、３、４
う。
○ どうしてそのように分けること ・２、３、４はじどう ・問いかけの文に着目させる。
ができるのですか。 車が出てくるけど１に ・意味段落１ は書き出しの文で

は出てこないから。 あることを指導する。
・２、３、４はじどう
車が出てきて１は聞い
ている文だから。

○ ２、３、４を二つに分けまし ・２と３、４
ょう。
○ どうしてそのように分けるこ ・２は人を乗せ、３、 ・何をのせるかについて着目させ
とができるのですか。 ４は物を載せるから。 る。

・２、３と４ ・このように分けた児童がいても
・２、３ははこぶし なぜこのように分けたのか理由も
ごと、４はつりあげ 話せることができたら、認めるよ
るしごと うにする。

ひ ５ まとめ
○ まとめの音読をする。 ・一斉読み

ろ （板書、教科全文）
６ 次時の予告

げ ○ １ について詳しく学習しま
。 、す 自動車の名前はなかったけ ど

る そのかわり、どんなことが 書いて
あるんだろうね。

３分

（３）具体の評価規準

具体の評価規準と支援の手立て
働く自動車について Ａ Ｂ 支援の手立て

興味をもち、大体の内 評１ 挿絵の自動車を 評２ 自動車の名前を 自動車の名前が書けない
容をつかむことができ 発表しようとしたか。 書くことができたか。 でいる児童には、書いてあ
る。 評２ 自動車の名前を る部分を一緒に探したり、

書くことができたか。 指を指したりしながら見つ
評３ 仕事を読み取り けさせ、書かせるようにす、
発表しようとしたか。 る。

板書を見ながら視写させ
る。

（４）板書計画
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